
田原市地域公共交通会議における地域公共交通活性化・再生総合事業 
「だれもが安心して移動できるまちへ」＜鉄道関係分＞ 

「だれもが安心して移動できるまち」とは 市民はもとより 観光客や来訪者を含めすべての人が安心して移動できる

事業期間 
20～22年度 

「だれもが安心して移動できるまち」とは、市民はもとより、観光客や来訪者を含めすべての人が安心して移動できる
地域公共交通システムの実現を目指すため、利用者の視点に立って現状の地域公共交通について検証し、それぞれ
の役割に応じた整備を行うことにより、一体的な地域公共交通システムの確立を目指す。 

【田原市地域公共交通会議】 【田原市地域公共交通会議】
田原市、豊橋バス、渥美交通、愛知県バス協会、
愛知県タクシー協会、豊橋鉄道、東海北陸旅客
船協会、田原市老人クラブ連合会、田原市総代
会、中部運輸局、豊橋鉄道労組、愛知県、田原
警察署、高千穂大学客員教授、名古屋大学大
学院准教授 

事業の概要（20年度） 
写真は22年を使用

※数字は事業費 

  

 

写真は22年を使用
○ラッピング電車（なのはな電車）の運行 
                                                (1,611千円) 

渥美半島の自然を生
かした 「渥美半島菜かした、「渥美半島菜
の花まつり」の開催に
合わせ、豊橋鉄道・豊
鉄バス（田原市地域公
共交通会議委員）協賛 新豊橋駅からなのはな電車に乗って三河田原駅に着くと なのはなバスがお

【その他事業】 

共交通会議委員）協賛
で「菜の花」をイメージ
したなのはな電車・な
のはなバスを運行
（1/10～3/31）し、観光

新豊橋駅からなのはな電車に乗って三河田原駅に着くと、なのはなバスがお
出迎え、バスに揺られて伊良湖岬へ。 

・電車とバスが協賛して、乗り継ぎ切符を発行（1～3月で444枚）。 / /
客や来訪者の利用促
進を図った。 

・ＰＲ用になのはな電
車・なのはなバスの
ポストカード作成。 



導入
田原市における最大規模の催事「渥美半島菜の花まつり 」（毎年１～３月実施）と連携、なのは

導入  
への  

プロセス 

な電車を媒介として電車・バス等、公共交通への親しみや多様な利用方など、地域の人はもとよ
り、観光客や来訪者等多くの方に認知してもらい、利用者の増加を図ることを目的としている。 

 
 

地域イベントとの連携による利用促進 利用者減少に歯止め 

菜の花まつりとタイアップしてラッピング電車・バス
を運行することで、まつり自体の一体感の増進が

定期外の輸送人員は、景気低迷によ
る影響（トヨタ自動車田原工場の期間 
 
 
 

図られるとともに、ＴＶ、新聞、インターネット等マス
コミに取り上げられ、ＰＲ効果が非常に大きい。 

る影響（ タ自動車 原 場 期間
社員の減少等）による利用者の減少
があり、思ったほどの成果は得られな
かった（H21.1～3間の定期外収入、対
前年比6％減）が、この事業を実施し 
 
 
 初年度

の効果
 なお、菜の花
きっぷ（豊橋～

たことにより利用者減少はかなり抑え
られたと分析。 

 
 
 
 

の効果 きっぷ（豊橋～
伊良湖間電車
バス往復割引
きっぷ）の利用
実績については 
 
 
 

実績については、
前年度比５％増。 

菜の花まつりと連携のもと、ラッピング電車・バス
の運行により、多くの方が公共交通への親しみを
認識し イレ ル意識の向上に なが た

マイレール意識の高揚 

認識し、マイレール意識の向上につながった。


